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α群Ｍ墳こ古ｏ田』新切森あ大 所在地 :山支阜県可児市大森 (新田)

調  査  者 可児市教育委員会
調査年 (期間)平成12年 1月 ～平成12年 6月
調 査 原 因 宅地造成に伴う事前調査
遺 跡 概 要

大森新田地内で行われた宅地造成工事に伴い、範囲内

に存在した6基の古墳 (5号墳～10号墳)の調査を実施。

7号墳のみ全体の3分の1程度しか残っていなかったが、

他の5基に関してはいずれも良好な状態で古墳の全体像を

確認することができた。石室は、5号墳のみ竪穴系横口式類

似石室で、他は横穴式石室。閉塞石の状況から見て、少な

くとも2回以上の追葬が行われたと考えられる。また5号墳か

らは多くの須恵器が一括で出土した。

8号墳出土品

耳環 ′Jヽ玉類

遺跡全景

5号墳出土品5号墳出土品 (坪 )

10号墳出土品

羽 崎 寺 洞 1・ 2号 垣  所在地:岐阜県可児市羽生ヶ丘

調  査  者 可児市教育委員会
調査年 (期間)平成12年 7月～平成12年 9月

調 査 原 因 遺跡概要の把握
遺 跡 概 要

可児市羽生ヶ丘三丁目内の公園に所在する古墳。

1号墳は調査前から埋葬施設の石材が露出しており、墳

丘の盛土の大半が流出していた。作業の結果、横穴式室の

玄室左側壁と奥壁の鏡石が残存することを確認。

2号墳は墳丘の盛上、石室供に残存しており、調査の結果、

直径約10mの 円墳であることが確認された。埋葬施設の保

存状態も良く、閉塞石を含め玄室・羨道部がほぼ残っている

状態であった。玄室は無袖式で全長約4m、 内部より多くの

遺物が出土した。

6号墳出土品
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9号墳出土品 5号墳玄室内の遺物出土状況

寺洞1号墳 (東から)

寺洞2号墳 (石室前面から)



高 不 (2号墳 ) 提 瓶 (2号墳 ) 魅 (2号墳 )

鉄 鏃 (2号墳 )

】跡い〕捏
め道昴仙犠山一鷺

2号墳出土土器 鉄鏃 刀子(2号墳 )

所在地 岐阜県岐阜市鷺山 下土居

調  査  者  (財 )岐阜市教育文化振興事業団

調査年 (期間)平成11年 12月～平成12年 3月、平成12年 10月～平成13年 3月
調 査 原 因 土地区画整理事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

土地区画事業に伴い、平成11年度より発掘調査が行われている。発見された遺構は、戦国時代と古墳時代の2

つに分けられ、住居跡ないしは作業場の遺構が中心である。平成13年度の調査では、全国的にも珍しい戦国時代

の鋼製品鋳造に関連した遺構が出土した。また、当時の作業の様子を垣間見ることのできる多くの遺物も発見された。

しよつ め,ヽ  し  しろ の  まえ  い せき

正三[旧 竜「 1威之 葡i:置跡   所在地 岐阜県岐阜市鷺山 下土居

調  査  者  (財 )岐阜市教育文化振興事業団
調査年 (期間)平成14年 6月～

調 査 原 因 土地区画整理事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

鷺山遺跡群の中に位置する遺跡。土地区画事業に伴い、平成11年度より進められている発掘調査の一環として、

平成14年より調査を行っている。遺跡群内の他の遺跡同様、発見された遺構は主に戦国時代ど占墳時代の2つの

時代に分けられる。古墳時代の遺構からは、製塩関係の遺物・遺構が発見されている。また戦国時代の遺構からは

大量の土師器皿 (かわらけ)が発見され、墨書土器なども含まれていた。その他に陶製狛犬や漆器椀などが出土し

た。

も、いごの羽□ (鷺山仙道遺跡 )犬形土製 品 (鷺 山仙道遺跡 ) トリベ (鷺山仙道遺跡)

写真提供 (財 )岐阜市教育文化振興事業団  写真撮影 1佐藤右文 氏



±11言 里予遅iEII  所在地 岐阜県高山市清見町

調  査  者 (財 )岐阜県教育文化財団文化財保護センター

調査年 (期間)平成13年 5月～12月
調 査 原 因 中部縦貫自動車道建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

近くを牧谷川の流れ、南向きの日当たり良い高台の一角に位置

する遺跡。縄文時代中期から後期 (5,000年～3,000年前)の竪穴

住居跡76軒が検出され、さらに調査区の東側には広場と思われる

スペースが存在し、そこからは大型の掘立柱建物跡2棟が確認された。

また西側からは、墓穴と思われる土拡群や立石も確認された。山腹

の斜面にも多くの住居跡が見られ、組文時代の遺跡としては大変

珍しい例となっている。

土  偶 土偶頭音5

霞跡ぃ理捏西̈
じ寺メ勒み弥

深  鉢 深 鉢 (埋甕 ) 釣手土器

写真提供 (財 )岐阜県教育文化財団文化財保護センター

所在地 岐阜県関市

調  査  者 関市教育委員会
調査年 (期間)平成14年 4月～9月
調 査 原 因 資料館建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

国指定史跡弥勒寺跡 (白鳳寺院)、及び弥勒寺東遺跡の西側の谷に位置する。資料館建設に伴い行われた試

掘調査によりその存在が判明。本調査を行った結果、調査区画内に埋没していた古代の谷川から1万数千点に及

ぶ遺物が出上。8～ 9世紀の水辺祭祀遺構と思われ、祭祀に関連した木製品や墨書土器が多く出土した。

遺跡全景



衆跡め窯こ古懐山」西し石“下

杖跡め窯こ古ね根がケ
旗窯

所在地 岐阜県土岐市下石町

調  査  者 (財 )土岐市埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成12年 9月～13年 3月
調 査 原 因 県道建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

土岐市の西部丘陵に位置する15世紀の客窯 (あながま)。 下石西山古窯跡では、古瀬戸後期の窯体1基とそれ

に付属する物原、作業場遺構等を検出。この時期の窯としては、岐阜県内では最初の発掘例となった。出土品は

碗類、皿類、盤類が主で、その他にもさまざまな種類の陶器が出土している。下石西山2号古窯では、窯洞1号期の

窯体1基とそれに付随する物原を検出。主に山茶碗と施釉陶器が出土した。

所在地 岐阜県土岐市

調  査  者 (財 )土岐市埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成13年 11月～平成14年 10月
調 査 原 因 中央自動車道の拡幅工事事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

江戸時代前期から中期 (17世紀前半～18世紀前半)に至る、約100年間に亘り陶器の生産が行われた窯跡。安

土〃

`山

時代以降の窯である国指定史跡元屋敷窯跡群を引き継ぐ形で稼動し、当初は織部などの茶陶を中心に生

産が行われていたが、後に日常生活品へと生産が移行している。調査の結果、3基の窯が検出された。詳細は以下

のとおりである。

・窯ヶ根4号窯 :確認長約12m、 幅約3.0～ 3.2m、確認房数 7、狭間構造:横狭間

主に17世紀前半の織部。御深井製品が生産された。
・窯ヶ根1号窯 :確認長約10m、 幅約2.0～ 2.7m、確認房数7、 狭間構造:縦狭間

17世紀前半～18世紀前半の御深井製品を中心に生産。後に日常生活品へ移行。
・窯ヶ根3号窯 :確認長約3.2m、 幅約1.5～ 1.8m、 確認房数2、狭間構造:縦狭間

18世紀前半に、摺絵を用いた日常生活品を生産。

下石西山古窯出土品 下石西山2号古窯出土品

下石西山古窯 (東から)

写真提供 (財 )土岐市埋蔵文化財センター



本 川 l遺跡   所在地 愛知県豊田市永覚町

調  査  者 財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター

調査年 (期間)平成10年 4月～平成11年 3月
調 査 原 因 道路建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

豊田市南部の矢作川右岸に位置する遺跡。調査の結果、縄文晩期から戦国時代に至る遺構が確認された。

古墳時代中期と思われる約100棟に及ぶ竪穴住居跡を検出。また、矢作川の旧河道と思われる流路の一部も

確認されている。出土遺物は、古墳時代前～中期の土師器が中心であるが、写実的な造形を持つ「鳥形木製

品」(古墳時代 )も出±。全国的に見ても非常に珍しい例である。

1011号土鉱出土土器
2067号住居跡出土土器

2001号 溝出土土器

写真提供 :財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター

権 現 世J:直跡   所在地 愛知県岩倉市北島町 里予寄町

調  査  者 財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター

調査年 (期間)平成8年6月～7月、平成9年 7月～11月、平成11年5月～8月 ,平成13年 6月～10月

調 査 原 因 下水道浄化センター建設に係る事前調査
遺 跡 概 要

下水処理施設の建設に伴って行われた試掘調査により、平成6年に遺跡の存在が確認された。平成8年より

4回にわたり調査が行われ、縄文後期から江戸時代までの遺構や遺物が検出された。縄文時代の遺構として

竪穴住居、土器埋設遺構、石器製作関連遺構等を検出。弥生後期～古墳前期では5基の大型墳丘墓を中心

とした遺構が展開する。古墳時代後期の円墳4基も確認された。

2号墳丘墓出土土器 (3小生後期～古墳前期) 遺物出土状況出土土器 (縄文後期 )

写真提供 1財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター



優跡い摯爆
は島征猫 所在地 愛知県―宮市千秋町

調  査  者 財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成11年 4月～平成12年 8月
調 査 原 因 高速道路パーキングエリア建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

パーキングエリア建設に伴い行われた調査により、縄文FIn期 、弥生中期、弥生後期～古墳、古代～中世の遺

構が確認された。遺構の中心は弥生時代中期で、環濠・竪穴住居跡・土拡などの生活に関わる遺構が中心と

なる。また方形周満墓、土拡墓などの墓域を形成する遺構も検出されている。遺物は各時代のものが出土して

いるが、弥生中期の土器・石器が中心である。
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打製石鏃 打製石錐 打製石斧

櫛描文系細頸壺                   広口壼

写真提供 1財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター
き
Ｊ
■
■ヒFヨ 遺 跡   所在地 三重県伊賀市大谷

調  査  者 二重県埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成14年 11月～12月
調 査 原 因 道路建設に伴う事前調査
遺 跡 概 要

国道改良工事に伴い行われた第3次発掘調査。古墳時代初頭、飛′鳥～奈良時代前半、平安時代の遺構が

確認され、調査区を南北に貫く環濠 (古墳時代)からは多くの古式土師器が出土した。他の時代の遺構として

は、竪穴住居跡や掘立柱建物跡も多数確認された。

長胴甕

写真提供 :三重県埋蔵文化財センター

条痕文系壺

高  壻 「く」字状口縁甕



河 田 富 ノ北 遺 跡  所■■l也 二重県鈴鹿市河田田丁

調  査  者 二重県埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成12年 11月～平成13年 1月
調 査 原 因 県営圃場整備及びかんがい排水事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

県の事業に伴う試掘調査により、遺跡の存在が確認される。調査区ほぼ全域が旧河道で、流路SIとについ

ては古墳時代後期の土器及び木製品が多数出土している。他に奈良、平安中期、中世に属する遺物も発見さ

れている。隣接する「宮ノ前遺跡」や「八重垣神社遺跡」とも密接な関係を持つと考えられている。

高  坪 壺 (束」突文 )

器台脚部

写真提供 :三重県埋蔵文化財センター

富 ノ 前 遺 跡  所在地 三重県鈴鹿市十割 ]

調  査  者 二重県埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成13年 2月～3月
調 査 原 因 県営圃場整備及びかんがい排水事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

「河田宮ノ北遺跡」に隣接し、十宮町字宮ノ前に所在する遺跡。今回の調査によって、古墳時代前期から中

世にかけての遺構を確認。調査区内のほとんどが中世の流路Smであるが、古墳時代の竪穴住居や土拡も検
出された。出土した遺物は、古墳時代前半の土器が中心である。

碗状高坪



土師器甑

写真提供 |三重県埋蔵文化財センター

腱跡い理旧一
い社』神慶垣え重ゃ八 所在地 三重県鈴鹿市十宮町

●
調  査  者 二重県埋蔵文化財センター
調査年 (期間)平成13年 1月～3月 (第 1次 )、 平成13年 11月～平成14年 2月 (第 2次 )、

平成14年 10月～12月 (第 3次 )

調 査 原 因 県営圃場整備及びかんがい排水事業に伴う事前調査
遺 跡 概 要

「宮ノ前遺跡」同様、十宮町字宮ノ前に所在する遺跡。隣接する2つの遺跡と併行して、3度にわたり発掘調

査が行われた。調査の結果、弥生後期、古墳時代前半から中世にかけての遺構が確認された。古墳時代の流

路や溝・土拡をはじめ、奈良時代以降の掘立柱建物跡や満が検出されている。遺構内からは、土器・木製品が

出土、古墳時代前半のものが中心である。

0

ネ (第 1次 ) 台付甕 (第 1次 )

長頸壺 (第 2次 )

写真提供 |三重県埋蔵文化財センター

台付甕 (第 2次 ) 碗状高坪 (第 2次 )



展示資料一覧表

古墳後期 不等 (冨」葬品) 大森新田5号墳 36 岐阜県 可児市 可児市教育委員会

古墳後期 提瓶 壼等 (冨」葬品 ) 大森新田6号墳 5 岐阜県 可児市 可児市教育委員会

古墳後期 不 壺 玉類 (副葬品) 大森新田8号墳 21 岐阜県 可児市 可児市教育委員会

古墳後期 添 短頸壺等 (副葬品) 大TT新 田9号墳 22 岐早県 可児市 可児市教育委員会

古墳後期 短頸壺 耳環 (副葬品) 大II新 田10号墳 3 岐阜県 可児市 可児市教育委員会

７
′
Ｏ
Ｏ

0

0

縄文中期 後期 土器 上岩野還跡 16 岐阜県 高山市 岐阜県教育委員会

縄文後期 土偶 土製品 上岩野違跡 岐阜県 高山市 岐阜県教育委員会

縄文後期 石製品 上岩野還跡 3 岐阜県 高山市 岐阜県教育委員会

縄文後期 II 癸頁 上岩野還跡 5 岐阜県 高山市 岐阜県教育委員会

36

奈良～平安 木製品 (祭祀用具 ) 弥勒寺西遺跡 16 岐阜県 関市 関市教育委員会

奈良～平安 墨書土器 弥ll」寺西還跡 7 岐阜県 関市 関市教育委員会

23

中世 山茶碗 鷺山イ山道還跡 6 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

戦 国 大型土製品 鷺山イ山道遺跡 2 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

戦 国 銅鋳造関連違物 鷺山仙道遺跡 11 岐阜県 岐早市 岐阜市教育委員会

戦国 土師器Il 鷺山仙道違跡 4 岐阜県 岐早市 岐阜市教育委員会

戦 国 山茶碗 (漆付着 ) 鷺山仙道還跡 1 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

24

戦 国 土師器皿 正明寺城之前還Ell 5 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

戦 国 陶製狛犬 正明寺城之前遺跡 1 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

戦 国 小柄 正明寺城之前違跡 1 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

戦国 奈器3石宛 正明寺城之前還Ell 1 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会

8

室町後期 下石西山窯出土品 下石西山窯跡 38 岐阜県 土岐市 土岐市美濃陶磁資料館

鎌倉前期 下石西山2号窯出土品 下石西山窯跡 5 岐早県 土岐市 土岐市美濃陶磁資料館

43

古墳中期～ 木製品 本川遺跡 6 愛知県 豊田市 愛知県埋蔵文化員オ調査センター

弥生中期～古墳中期 土器 本川還跡 46 愛知県 豊田市 愛知県埋蔵文化員オ調査センター

52

縄文後期 土器 (深鉢 ) 権現山遺跡 11 愛知県 岩倉市 愛知県埋蔵又化員オ調査センター

弥生後期～古墳前期 土器 権現山還跡 10 愛知県 岩倉市 愛矢口県埋蔵文化財調査センター

つ
」



時代 展示資料名 遺跡名 点数 県 名 市町村名 所蔵先

弥生中期 石器類 猫島違跡 71 愛知県 ―富市 愛知県埋蔵文化ロオ調査センター

弥生中期～古墳前期 土 器 猫島遺跡 25 愛知県 ―富市 愛知県埋蔵文化員オ調査センター

96

古墳初頭 土 器 北門遺跡 (第 3次 ) 13 三重県 伊賀市 三重県埋蔵文化財センター

飛鳥～奈良 土器 北門違跡 (第 3次 ) 5 三重県 伊賀市 三重県埋蔵文化財センター

平安 碗 (黒色土器 ) 北門還跡 (第 3次 ) 3 三重県 伊賀市 三重県埋蔵文化貝Tセ ンター

古墳後期 土 器 河田富ノ北遺跡 41 二重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

古墳後期 石製紡錘車 河田宮ノ北還跡 1 二重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

42

●

575

引用・参考文献

●    :1犀戦冒懃夕1輔翼晶貿不写嘉調査報告書』2001
・ (財 )lllt阜市教育文化振興事業団『鷺山仙道遺跡』2002

・財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター『本川遺跡』2003

・財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター『権現山遺跡』2003

・財団法人愛知県教育サービスセンター 愛知県埋蔵文化財センター『猫島遺跡』2003

・(財 )岐阜市教育文化振興事業団「鷺山遺跡発掘調査現地公開資料J『岐阜県新発見考古速報 2003』

(財 )岐阜県教育文化財団文化財保護センター2003

・関市教育委員会「弥勒寺西遺跡」『岐阜県新発見考古速報 2003』 (財 )岐阜県教育文化財団文化財保護

センター2003

・(財 )± 1皮市埋蔵文化財センター「窯ヶ根窯跡J『岐阜県新発見考占速報 2003』 (財 )岐阜県教育文化財団

文化則
^保
護センター2003

・土岐市教育委員会。(財 )土岐市埋蔵文化財センター『下石西山窯跡』2004

・三重県埋蔵文化財センター『北「1遺跡 (第 3次 )発掘調査報告』2004

・二重県埋蔵文化財センター『河曲の遺跡』2004

・財団法人1皮阜県教育文化財団『上岩野遺跡』2005

古墳前期 後期 土器 宮ノ前遺 PIT 24 二重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

古墳後期 土玉 宮ノ前還跡 30 三重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

54

占墳前期 土器 (第 1次調査 ) 八重垣神社遺跡 3 三重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

弥生 古墳前期 土器 (第 2次調査 ) 八重垣神社違 Ell 13 二重県 鈴鹿市 三重県埋蔵文化財センター

16



謝辞

本展を開催するに当たりまして、ご出品をご快諾いただきました下記の所蔵機関や、担当者の

皆様には、ご協力。ご指導を賜りました。厚くお礼申し上げます。(順不同 敬称略)
愛知県埋蔵文化財調査センター  岐阜県教育委員会  岐阜市教育委員会
(財)愛知県教育サービスセンター(愛知県埋蔵文化財センター)

(財 )岐阜県教育文化財団文化財保護センター  同飛騨出張所
(財 )岐阜市教育文化振興事業団  (財 )土岐市埋蔵文化財センター 関市教育委員会
土岐市美濃陶磁歴史館  二重県埋蔵文化財センター

磯谷 不日明
高木  晃

内堀 信雄
高橋健太郎

大川  操
田中 弘志

小谷 和彦  澤村雄一郎
堀木真美子

記念講演会

第1回 平成17年 3月 5日 (土)高橋健太郎氏〔(財)土岐市埋蔵文化財センター〕
第2回 平成17年 3月 12日 (土)大宮 次郎氏〔(財 )岐阜県教育文化財団〕
時 間 :午後1時30分～3時頃
場 所 :久々利公民館 (可児郷土歴史館隣 )
その他 :当日のみ入館無料。

11時より学芸員による展示説明会を開催。

花フェユタ2005議 3、
全期 :2005年 3月 1日●-6月 12日 0い 04曰 閾)


